
明石工業高等専門学校 基準６ 

基準６ 教育の成果 
 
（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 
（観点に係る状況） 

 本校の準学士課程において養成する人材像は，「健康な心身と豊かな人間性」を備え，「一般教養及

び最も得意とする専門分野の知識・能力」を有し，「柔軟で実践的な技術力」をもった技術者である。 

 卒業時におけるこれらの達成状況の把握は，学業成績の評価等に関する規程（資料６－１－①－１），

及び施行細則（資料６－１－①－２）に基づき，以下の手順で実施している。(1)各科目の学習目標や

成績評価基準はシラバスに明記され，成績はそれに基づいて評価されるが，学年末には評価の根拠と

して評価内訳表（資料６－１－①－３）の提出が義務付けられている。(2)卒業研究の評価基準は学科

毎に定めているが，基本的には論文(作品)，発表，発表会レジュメ等を複数ないし学科全教員で審査・

評価している（資料６－１－①－４）。(3)教務委員会で成績評価基準に基づいて各授業科目の単位認

定を行い，各学科で定める卒業に必要な単位の習得状況を把握する。(4)卒業認定は，教員会の審議を

経て校長が決定する。 
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資料６－１－①－１ 
学業成績の評価等に関する規程（抜粋） 

（出典 学業成績の評価等に関する規程）
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資料６－１－①－２ 
学業成績の評価等に関する規程施行細則（抜粋） 

（出典 学業成績の評価等に関する規程施行細則）

資料６－１－①－３ 
評価内訳表（抜粋） 

 

（出典 評価内訳表）

資料６－１－①－４ 

卒業研究の評価（電気情報工学科の例） 

 目的達成度の評価は、研究の取り組みの評価(10%)、中間発表会での評価(20%)、卒業論文の評価(50%)、

卒業研究発表会での評価(20%) を総合する。 

 研究の取り組みは、研究内容について記した研究ノートをもとにして、研究時間、研究に対する姿勢、

研究の理解度などについて、指導教員が10 点満点で評価する。 

 中間発表会、卒業研究発表会では、ポスターやOHP の見栄え、研究課題における問題点の理解および

分析、研究課題に対する適切なアプローチなどについて、発表会に参加した全教員が20 点満点(レジュ

メ:10 点、発表:10 点) で評価し平均する。 

 卒業論文は、論文構成、研究課題における問題点の理解および分析、研究課題に対する適切なアプロ

ーチ、独創性, 視野の広さなどについて、指導教員および指導教員以外の教員の2 名が50点満点で評価

する。 

（出典 平成 17 年度シラバスより）

 



明石工業高等専門学校 基準６ 

 専攻科課程では，準学士課程において養成する人材像に加えて，「関連する他の専門分野の知識・能

力」と「複眼的視野に基づき，自然や社会との共生に配慮した多次元的なシステム思考」を兼ね備え

た技術者を養成している。修了時におけるこれらの能力の達成状況は，準学士課程と同様に以下の手

順で行っている。(1)専攻科・JABEE 委員会が各専攻における必要習得科目の単位取得状況や TOEIC の

成績及び総合試験の成績に基づいて把握・確認する。(2)特別研究の審査は，中間発表，論文，審査発

表，研究年報等を複数乃至全教員で審査・評価する（資料５－７－①－６参照）。(3)教務委員会で修

了の可否を確認する。(4)教員会の議を経て校長が修了を認定する。 

専攻科・JABEE 委員会の趣旨及び審議事項に関する規定条項を資料６－１－①－５に示す。 
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資料 6－１－①－５ 
専攻科・JABEE 委員会規程（抜粋） 

 
（出典 専攻科・JABEE 委員会規程）

 

（分析結果とその根拠理由） 
本校が養成する人物像は，準学士課程では，「健康な心身と豊かな人間性」を備え，「一般教養及び

最も得意とする専門分野の知識・能力」を有し，「柔軟で実践的な技術力」をもった技術者であり，専

攻科課程では，さらに，「関連する他の専門分野の知識・能力」と「複眼的視野に基づき，自然や社会

との共生に配慮した多次元的なシステム思考」を兼ね備えた技術者である。卒業時及び修了時におけ

るこれらの達成状況については，準学士課程では「教務委員会」で，専攻科課程では「専攻科・JABEE

委員会」において，適切に把握・評価されている。 
以上のことから卒業（修了）時の達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 
（観点に係る状況） 

 単位取得状況は，準学士課程修了認定会議資料（資料６－１－②－１）と専攻科単位取得認定会議

資料（資料６－１－②－２）に示すように良好である。 

 準学士課程については学年制をとり，進級については学業成績の評価等に関する規程（資料５－３

－①－１参照）で定めている。また，専攻科課程については専攻科履修規程（資料５－８－①－１参

照）に定められている。準学士課程学生の進級の状況を資料６－１－②－３に示す。各学年の進級率

は 95%以上と極めて高い。 

卒業（修了）の状況として，準学士課程の卒業率を資料６－１－②－４に示す。留年等を考慮して

も入学者に対して88%以上の学生が卒業していることが分かる。専攻科課程では平成15年度からJABEE

認定校になり平成 17 年度から専攻科修了条件と JABEE 認定条件とを（学位授与を除いて）一致させて

いる。資料６－１－②－５に学位取得状況を示す。平成 15 年度からは専攻科修了学生は 100%学位を

取得している。 
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資料６－１－②－１ 
修了認定会議資料（例：＊＊） 

 

（出典 平成＊＊年度認定会議資料）
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資料６－１－②－３ 
準学士課程における進級率・退学率・留年率一覧表（平成 14 年度～平成 16 年度） 

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計

１年 1 1 2 2 1 2 3

２年 1 1 3 5 2 1 3 0

３年 1 1 2 4 1 1 1 1

４年 1 2 1 4 2 2 2 6 1 1

５年 0 1 1 0

計 2 2 3 7 14 1 3 6 3 13 0 0 3 2 5

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計

１年 0 0 1 1

２年 1 2 1 4 4 1 3 8 1 2 1 4

３年 4 1 2 7 5 2 3 2 12 1 1 2 4

４年 1 1 3 1 6 1 1 2 1 2 4 3 10

５年 0 0 1 1

計 6 4 3 4 17 10 4 3 5 22 1 4 8 7 20

Ｍ Ｅ Ｃ Ａ 合計 年平均 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

留年 3 5 12 12 32 5.3 留年 6 0 0 3 2

退学 17 12 14 16 59 9.8 退学 1 0 0 1 0

計 20 17 26 28 91 15.2 計 7 0 0 4 2

年平均 3.3 2.8 4.3 4.7 年平均 1.2 0.0 0.0 0.7 0.3

級平均 0.3 0.0 0.0 0.2 0.1

その他（％）
0.2
0.0
0.0

留年率(%)
1.1
1.9
2.0

退学率(%)
2.4
2.7
1.9

進級率(%)
96.3
95.4
96.0

平成16年度
平成15年度
平成14年度

学科別集計 学年別集計

留年者数（平成14年度～平成16年度）

退学者数（平成14年度～平成16年度）
Ｈ14 Ｈ１5 Ｈ１6

Ｈ１4 Ｈ１5 Ｈ１6

（出典 H17.3 教員会資料）

資料６－１－②－2 
専攻科単位取得認定会議資料（例：＊＊専攻） 

 

（出典 平成＊＊年度専攻科単位取得認定会議資料）
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資料６－１－②－３ 
準学士課程における進級率・退学率・留年率一覧表（平成 14 年度～平成 16 年度） 

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計

１年 1 1 2 2 1 2 3

２年 1 1 3 5 2 1 3 0

３年 1 1 2 4 1 1 1 1

４年 1 2 1 4 2 2 2 6 1 1

５年 0 1 1 0

計 2 2 3 7 14 1 3 6 3 13 0 0 3 2 5

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計

１年 0 0 1 1

２年 1 2 1 4 4 1 3 8 1 2 1 4

３年 4 1 2 7 5 2 3 2 12 1 1 2 4

４年 1 1 3 1 6 1 1 2 1 2 4 3 10

５年 0 0 1 1

計 6 4 3 4 17 10 4 3 5 22 1 4 8 7 20

Ｍ Ｅ Ｃ Ａ 合計 年平均 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

留年 3 5 12 12 32 5.3 留年 6 0 0 3 2

退学 17 12 14 16 59 9.8 退学 1 0 0 1 0

計 20 17 26 28 91 15.2 計 7 0 0 4 2

年平均 3.3 2.8 4.3 4.7 年平均 1.2 0.0 0.0 0.7 0.3

級平均 0.3 0.0 0.0 0.2 0.1

その他（％）
0.2
0.0
0.0

留年率(%)
1.1
1.9
2.0

退学率(%)
2.4
2.7
1.9

進級率(%)
96.3
95.4
96.0

平成16年度
平成15年度
平成14年度

学科別集計 学年別集計

留年者数（平成14年度～平成16年度）

退学者数（平成14年度～平成16年度）
Ｈ14 Ｈ１5 Ｈ１6

Ｈ１4 Ｈ１5 Ｈ１6
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資料６－１－②－４ 
準学士課程における卒業率 

平成16年度
学科 入学時人数 卒業人数（4年間） 卒業率（4年間）
機械工学科 42 37 88.1
電気情報工学科 41 36 87.8
都市システム工学科 42 38 90.5
建築学科 41 36 87.8
平成15年度

学科 入学時人数 卒業人数（4年間） 卒業率（4年間）
卒業人数（留年

生も含む）
卒業率（留年生

も含む）
機械工学科 41 37 90.2 37 90.2
電気情報工学科 40 32 80.0 32 80.0
都市システム工学科 41 33 80.5 35 85.4
建築学科 40 34 85.0 36 90.0
平成14年度

学科 入学時人数 卒業人数（4年間） 卒業率（4年間）
卒業人数（留年

生も含む）
卒業率（留年生

も含む）
機械工学科 41 36 87.8 36 87.8
電気工学科 41 40 97.6 41 100.0
都市システム工学科 42 34 81.0 35 83.3
建築学科 40 35 87.5 36 90.0

卒業率平均（留年生含） 88.40%  
（出典 学生課資料）

 

（出典 平成 17 年３月教員会資料）
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資料６－１－②－５ 
専攻科課程修了学生の学位取得状況 

ME専攻 ＡＣ専攻 合計 ME専攻 ＡＣ専攻 合計

12 15 27 10 15 25
10 10 20 10 10 20
13 10 23 13 10 23
35 35 70 33 35 68

平成16年

ME専攻：機械・電子システム工学専攻 ＡＣ専攻：建築・都市システム工学専攻
97.1%学士修得率

合計

学位修得者数

平成14年
平成15年

修了者数
修了年度

 

（出典 学生課資料）

 

資格取得については，準学士課程入学時にホームルーム等を利用して各学科で推薦できる資格につ

いての指導が行われている。資料６－１－②－６に入学生に渡される「学生生活の手引き」からの資

格取得状況の一覧表を示す。例えば化学では「危険物取扱者乙 4 種」の取得を奨励している。試験内

容の資料を資料６－１－②－７に，平成 16 年度の本校の受験者と合格率を資料６－１－②－８に示す。

全国平均と比較して非常に高い合格率である。 

 

 

資料６－１－②－６ 
資格取得案内（一部） 

（出典 学生生活のてびき）
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資料６－１－②－８ 
危険物取扱者試験結果（平成 16 年度乙 4） 

クラス 2Ｍ 2Ｅ 2Ｃ 2Ａ 合計 
人数 41 41 39 41 162 

希望資格者 41 41 38 38 158 
資格取得者 39 40 34 30 143 

資格取得率（％） 95.1 97.6 89.5 78.9 90.5 
（出典 化学担当教員作成資料） 

資料６－１－②－７ 
「危険物取扱者乙４種」試験内容案内 

 

（出典 化学担当教員作成資料）
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また本校の教育目的である「豊かな国際性と指導力」を伸ばすため，年に 2 度 TOEIC IP テストを実

施して受験を推奨するとともに，成績が 400 点を超えた者については，英語Ｄの単位を与えている。

平成 17 年６月に受験した TOEIC 試験の結果を資料６－１－②－９に示す。平成 16 年卒業時に英語Ｄ

の単位を取得した学生の数は 71 名（全卒業生 162 名）であった。一方，専攻科課程では，平成 17 年

度から TOEIC 400 点相当以上の取得を修了のための条件としている。 

平成 15 年度と平成 16 年度の卒業研究及び専攻科課程研究（専攻科特別研究）の研究テーマ一覧表

を資料６－１－②－10 に示す。卒業研究では卒業発表，卒業論文（卒業制作）及び発表予稿を課し，

専攻科特別研究では発表会，研究論文及び学外への出版物として「研究年報」の執筆を義務化してい

る。そして優れた研究には学会発表等を積極的に奨励している。資料６－１－②－11 に専攻科学生の

学会発表等の状況を示す。平成 15 年度に 16 件，平成 16 年度に 25 件の発表等の実績がある。 

研究を含め学生が身に付ける学力や資質・能力について判断できる資料として，学生の表彰状況を

資料６－１－②－12 に示す（体育大会等の表彰は除く）。日頃の学習や卒業研究，専攻科特別研究等

において，学会等に発表された学習・研究成果の中で，平成 15 年度で 13 名，平成 16 年度で 7 名，平

成 17 年度（7 月現在）で 3 名の学生が外部機関によって高く評価され，表彰を受けている。 
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資料６－１－②－９ 

TOEIC IP テスト（１７．６．１７）成績一覧 

平 均 点 
クラス 受験者数 

リスニング リーディング 

400 点台 

取得者数 

500点以上取

得者数 トータル 

３Ｍ （１１名） 283.00  181.00  464.00  7 2 

３Ｅ （１２名） 239.00  168.00  407.00  6 0 

３Ｃ （１５名） 234.00  132.00  366.00  4 0 

３Ａ （１０名） 244.00  121.00  364.00  3 0 

 学年平均 250.00  150.50  400.25  20 2 

        

４Ｍ （３５名） 255.00  162.00  417.00  12 6 

４Ｅ （４２名） 252.00  178.00  430.00  16 7 

４Ｃ （２２名） 220.00  134.00  354.00  8 0 

４Ａ （１９名） 214.00  130.00  344.00  4 0 

学年平均 235.25  151.00  386.25  40 13 

         

５Ｍ （２９名） 228.00  147.00  375.00  13 1 

５Ｅ （１９名） 273.00  203.00  476.00  7 7 

５Ｃ （１２名） 251.00  192.00  443.00  9 1 

５Ａ （１８名） 250.00  159.00  409.00  10 3 

学年平均 250.50  175.25  425.75  39 12 

         

専１Ｍ （３名） 278.00  150.00  428.00  2 0 

専１Ｅ （６名） 266.00  193.00  458.00  2 2 

専１Ｃ （７名） 253.00  174.00  427.00  3 1 

専１Ａ （７名） 257.00  166.00  423.00  4 1 

学年平均 263.50  170.75  434.00  11 4 

         

専２Ｍ （４名） 256.00  206.00  463.00  1 1 

専２Ｅ （１名） 200.00  180.00  380.00  0 0 

専２Ａ （５名） 254.00  150.00  404.00  3 0 

専２Ｃ （１名） 205.00  130.00  335.00  0 0 

学年平均 228.75  166.50  395.50  4 1 

         

合計 278       114 32 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６－１－②－10 
専攻科特別研究テーマ一覧 

 

（出典 研究年報目次）
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資料６－１－②－11 
専攻科生の学会発表等（一部） 

「専」は，専攻科生　　「指」は，指導教員を示す

論文名等 学会・論文集等名称

○○　○○ 専 澤　孝平 指 友久誠司 指 ○○　○○

○○　○○

○○　○○ 専 神田佳一 指 渡部守義 指

○○　○○ 専 ○○　○○ 澤　孝平 指 友久誠司 指

○○　○○

○○　○○ 専 ○○　○○ 澤　孝平 指 友久誠司 指

○○　○○ 専 澤　孝平 指 友久誠司 指 ○○　○○

○○　○○ 専 澤　孝平 指 友久誠司 指 ○○　○○

○○　○○

○○　○○ 専 澤　孝平 指 友久誠司 指 ○○　○○

○○　○○ ○○　○○

○○　○○ 専 越智内士 指

○○　○○ 専 越智内士 指

○○　○○ 専 大塚毅彦 指

○○　○○ 専 八木雅夫 指

平成16年土木学会関西支部年次学術講演会
講演概要集pp.Ⅲ-10-1～2,2004.6

平成16年土木学会関西支部年次学術講演会
講演概要集pp.Ⅲ-9-1～2,2004.5

産学官技術フォーラム'04講演論文集、p.78、
2004.11

建設技術展2004近畿

第59回土木学会年次学術講演会概要集，第Ⅲ
部門 (CD-ROM).(2005.9.7)

第39回地盤工学研究発表会　平成16年度発表
講演集、pp.589-590、2004.5

明石工業高等専門学校研究紀要、 第47号、
pp.63-69、2004.12

産学官技術フォーラム'04講演論文集、p.96、
2004.11

明石工業高等専門学校研究紀要、 第47号、
pp.55-61、2004.12

産学官技術フォーラム'04講演論文集、p.95、
2004.11

製鋼スラグを混合した泥土の強度と
膨張特性

造粒石炭灰を混合した浚渫土の強
度特性

未エージング製鋼スラグを混合した
粘性土の強度と膨張特性

造粒石炭灰を混合した浚渫土の強
度特性について

Sustaining local wood resouces and
historic houses in Hyogo,Japan

19th EAROPH WORLD PLANNING AND
HOUSING CONGRESS & AUSTRALIAN
NATIONAL HOUSING CONFERENCE
2004,FINAL PROGRAM(論文要旨集)

参加・投稿者等

専攻科生の学会発表等の状況（平成１６年度）

コレクティブハウジングの協同空間
における地域交流

腐食を受けたプレートガーダーの耐
荷力に関する研究

ステンレス鋼からなる圧縮板の耐荷
力実験および解析

造粒石炭灰を混合した軟弱泥土の
強度特性について

造粒石炭灰を混合した軟弱泥土の
強度特性について

製鋼スラグを混合した改良土の強度
と膨張特性

 
（出典 学生課作成資料）

 

資料６－１－②－12 
学生の表彰状況（体育大会等の表彰は除く） 

学科 氏名 賞 学科 氏名 賞

1ME 第9回電子情報通信学会関西支部支部長賞 5M 日本機械学会畠山賞

5M 日本機械学会畠山賞 5C 全国高専土木学会近藤賞

5C 全国高専土木学会近藤賞 5A
全国高等専門学校デザインコンペティション
2004設計競技部門優秀賞

5A 日本建築協会賞 5C
産学官技術フォーラム'04ポスターセッション
神戸高専賞

2AC
産学官技術フォーラム'04ポスターセッション
ベストポスター賞

5C
産学官技術フォーラム'04ポスターセッション
神戸高専賞

2AC
産学官技術フォーラム'04ポスターセッション
ベストポスター賞

2A
第17回朝日ニッケ英文エッセーコンテスト
優秀賞

1AC
産学官技術フォーラム'04ポスターセッション
ベストポスター賞

1A Art Port Station 構想大壁画製作大賞

4A
第5回全国高等専門学校建築シンポジウム
設計競技部門最優秀賞

1AC
第5回全国高等専門学校建築シンポジウム
設計競技部門優秀賞

学科 氏名 賞

1AC
第5回全国高等専門学校建築シンポジウム
設計競技部門優秀賞

2AC
土木学会関西支部年次学術講演会
優秀発表賞

1AC
土木学会平成15年度全国大会
第58回年次学術講演会優秀講演者受賞

2AC
土木学会関西支部年次学術講演会
優秀発表賞

1AC
土木学会関西支部年次学術講演会
優秀発表賞

2M 毎日新聞社主催作文「新世紀の挑戦」入賞

平成15年度 平成16年度

平成17年度

兵庫県建築設計監理協会震災10周年記念事
業アイデアコンペ「ユニバーサルデザインの社
会をめざして」　「入選」

1AC

（出典 学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

単位取得状況は極めて高く，各学年の進級率は 95%以上と極めて高い。留年者や退学者が年４%以下

程度でてくるが，留年しても最終的に卒業できる比率が高く，学生に対して責任ある教育活動が行わ

れていると判断できる。 

学生の資質や能力を伸ばすために資格受験の奨励を入学時から行っており，危険物取扱者乙４種や

TOEIC のように高い実績を上げているものもある。卒業研究や専攻科特別研究では，学会等での研究

発表が多数行われ，しかも表彰される学生が少なくない。 

以上のことから，各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，あるいは卒業研究，

卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や効果が十分に上がっている。 

 

 
観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 
（観点に係る状況） 
卒業（修了）後の進路状況を資料６－１－③－１に示す。進学率と就職率は 50%前後であるが，進

学率の方がやや多い。 

詳細な内訳を資料６－１－③－２に示す。機械工学科と建築学科は進学率と就職率が半々であるのに

対して，電気情報工学科（電気工学科）と都市システム工学科はやや進学率の方が高い。卒業（修了）

後の就職者の業種を資料６－１－③－３に示す。業種は多方面に広がっているが，傾向として，機械

工学科は製造業関連，電気情報工学科は電気・通信業関連，都市システム工学科は建設業・公務関係，

建築学科は建設業・サービス業の比率が多い。  

大学編入学者の一覧表を資料６－１－③－４に示す。地域的には関西地区を中心に全国に広がって

いる。 

進路未定者は平成 15 年度でやや高いが，その他では 5%前後に推移している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
就職者及び進学者の進路先は，各工学技術分野を中心に多方面にわたっているが，多くの学生が本

人の希望する大学・企業に進んでいる。いずれも本校の教育目的において意図する能力を十分に活用

しうる場であり，教育の成果や効果が進路先に十分評価されているものと考えられる。 
以上のことから，教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進

学等の卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果が十分に上がっ

ている。 
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資料６－１－③－１ 
卒業（修了）後の進路状況 

 平成 16 年度 平成 15 年度 平成 14 年度 

 準学士 専攻科 準学士 専攻科 準学士 専攻科 

進学率（％） 60.0 47.8 47.3 58.8 50.3 25.9 

就職率（％） 36.3 43.5 39.9 47.1 43.5 70.4 

その他（％） 

(未定者も含） 
3.7 8.7 12.8 11.8 6.2 3.7 

（出典 本科卒業生及び専攻科修了生の就職者数・進学者数一覧） 

 

資料６－１－③－２ 
学科（専攻）別進路状況 

平成 16 年度卒業者    

     

学科 卒業者数 進学者数 就職者数 その他（進路未定者も含）

機械工学科 37 18 18 1 

電気情報工学科 38 27 10 1 

都市システム工学科 45 28 17 0 

建築学科 40 23 13 4 

計 160 96 58 6 

  進学率 就職率 その他の割合 

  60.0  36.3  3.8  

     

平成 16 年度専攻科修了者   

     

専攻 修了者数 進学者数 就職者数 その他（進路未定者も含）

ＭＥ専攻 13 7 6 0 

ＡＣ専攻 10 4 4 2 

計 23 11 10 2 

  進学率 就職率 その他の割合 

  47.8  43.5  8.7  

（出典 平成 16 年度卒業者名簿から） 
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資料６－１－③－３ 
卒業（修了）後の卒業者の業種一覧 

平成 16 年度 卒業・修了生の進路状況       

                   学科    

区分 Ｍ 

 

Ｅ Ｃ Ａ 

 

小 

計 

ＭＥ 

専攻 

ＡＣ 

専攻 
計 

求人数 353 437 215 157 1162 281 170 1,613

建  設  業     8 9 17 1 2 20

一般機械器具 3   1   4 2   6

電気機械器具   2     2 2   4

運輸用機械器具 7 1     8     8

製
造
業 

そ  の  他 5 3     8 1   9

電気･ガス･水道業 1     1 2     2

運輸・通信業 2 3 3   8     8

サービス業     1 3 4   1 5

そ  の  他         0     0

 
 

産 
 

 

業 
 

 

別 
 

 
 

公     務   1 4   5   1 6

    計 18 10 17 13 58 6 4 68

       進  学  者 18 27 28 23 96 7 4 11

              そ  の  他 1 1 0 4 6 0 2 2

（出典 学生課資料） 
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点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

（観点に係る状況

 設定及び達成度評価としては，平成 15 年度から「学習目標達成度自己評価シ

準学士課程では平成 8 年度から，専攻科課程では平成 12 年度から実

，

学

定した学習目標に対する達成度については，資料６－１－④－３の授業ア

資料６－１－③－４ 
            大学編入学一覧       ( )内は合格者 

大　　学　　名 大 　学 　名
北海道大学 1 (1) 1 (1) 1 (1) 和歌山大学 2 (2)
東北大学 1 (2) 2 (3) 1 (1) 島根大学 1 (1)
茨城大学 (1) (1) 岡山大学 3 (4) 7 (9) 8 (8)
図書館情報大学 (1) 広島大学 1 (2) (1)
筑波大学 1 (1) 山口大学 2 (2)
千葉大学 1 (2) 1 (2) 2 (3) 徳島大学 2 (2) (1) 1 (2)
東京大学 3 (3) 1 (1) 2 (2) 香川大学 1 (1)
東京農工大学 (1) 1 (1) 1 (1) 九州大学 1 (1) 1 (1) 2 (2)
電気通信大学 1 (1) 1 (2) 九州芸術工科大学 2 (2)
横浜国立大学 1 (1) 1 (1) 長崎大学 1 (1)
長岡技術科学大学 4 (5) 2 (3) 2 (4) 熊本大学 1 (1) 1 (1)
富山大学 (1) 宮崎大学 1 (1)
福井大学 1 (2) 1 (1) 1 (4) 鹿児島大学 1 (1) 1 (1)
信州大学 1 (1) (1) 琉球大学 1 (1)
岐阜大学 (1) 1 (1) 東京都立大学 1 (1) (1) (3)
静岡大学 2 (4) 滋賀県立大学 2 (2) 1 (1)
名古屋大学 1 (1) (1) 京都府立大学 1 (1) 1 (1)
名古屋工業大学 1 (1) 大阪府立大学 4 (6) 1 (3) 1 (2)
豊橋技術科学大学 5(11) 4 (11) 12 (15) 兵庫県立大学 2 (2) 1 (1)
三重大学 1 (2) 1 (1) 岡山県立大学 (1)
京都大学 2 (3) 2 (2) 5 (5) 北九州市立大学 1 (1)
京都工芸繊維大学 1 (2) 3 (3) 立命館大学 2 (2) 1 (1) 2 (2)
大阪大学 10(11) 3 (3) 6 (6) 関西大学 1 (1)
神戸大学 5 (6) 7 (8) 5 (5) 大阪芸術大学 1 (1)
神戸商船大学 2 (2) 日本大学 1 (1)
奈良女子大学 1 (1) 2 (2) 東京理科大学 1 (1)

合　　　計 67 (92) 45(66) 72 (81)

H14 H15 H16 H14 H16H15

 
（出典 学生課資料から）

 

観

が上がっているか。 
） 

学生による学習目標の

ート」を用いて，定期試験ごとに達成度を評価している。準学士課程低学年（第 3 学年以下）は，定

期試験ごとに目標と評価・反省を記述させるものであり，準学士課程高学年（第 4 学年以上）及び専

攻科課程では，前・後期ごとに記述式と学習目標ごとの点数評価項目を設けている。これにより，学

生は各学習目標に対する達成度を自ら評価し，その結果を次年度以降の目標設定及び学習方法の改善

に反映させている。平成 16 年度の準学士課程高学年及び専攻科課程における評価結果を集計したもの

を資料６－１－④－１に示す。 

 学生による授業アンケートは，

施しており，その中で学習の達成度に関する項目は資料６－１－④－２のようである。平成 14～16

年度の結果について，学年ごとの評価点の平均値をまとめたものを資料６－１－④－３に示す。 

学生による学習目標の達成度評価では，資料６－１－④－１の学習目標(A)～（H）の全てにおいて

年が高くなるにつれて，評価点が上昇している。準学士課程の卒業時には学習目標（H）多次元的な

システム思考を除けば，2 点満点で 1.1～1.6 程度の達成度となっている。専攻科修了時点では，各学

習目標達成度の評価点はさらに上昇している。学習目標（H）については，主に専攻科課程で習得して

いるものと判断できる。 

学生が授業科目ごとに設
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ン

 

 

 

 

ケート集計結果に見られるように，準学士課程及び専攻科課程ともに，5 段階評価でほぼ 3 以上の

評価（達成度）を示している。 

資料６－１－④－１ 
学生による学習目標の達成度評価結果（抜粋） 

専攻科課程 準学士課程 
第 4 学 学年 第 1 学 学年 年 第 5 年 第 2学習目標 

前期 前期 前期  前期後期  後期後期 後期

(A)共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 1.10 1.26 1.52 1.61 1.48 1.72 1.55 1.70
(B)国際性と指導力 0.81 0.92 1.03 1.40 1.12 1.37 1.00 1.45
(C)技術者倫理 0.63 0.84 1.09 1.19 0.73 1.60 1.35 1.80
(D)基礎学力と自主的・継続的学習能力 0.78 1.01 1.27 1.34 1.24 1.48 1.30 1.50
(E)コミュニケーション能力 0.67 0.95 0.89 1.15 0.96 1.04 0.75 1.20
(F)柔軟かつ創造的設計能力 0.69 0.94 1.09 1.19 1.13 1.52 1.45 1.60
(G)実践的な問題解決能力 0.83 1.04 1.27 1.35 1.20 1.45 1.55 1.85
(H)多次元的なシステム思考 0.28 0.44 0.63 0.77 0.60 0.68 0.75 1.6 

資料６－１－④－３ 
学習の達成度に関する授業アンケート結果（抜粋） 

  学年 Ｈ14 年度 Ｈ15 年度 Ｈ16 年度

1 3.11 3.23 3.27 

2 3.15 3.25 3.23 
3 3.04 3.36 3.45 
4 3.05 3.17 3.46 

準学士課程 

5 3.07 3.27 3.31 

1 2.85 3.07 3.16 
専攻科課程 

2 2.91 3.18 3.50 
（出典 校学内 学習の 度に関す 業アンケート結果）） 本 LAN（ 達成 る授

資料６－１－④－２ 
学習の達成度に関する授業アンケート項目（抜粋） 

 設問 解答欄 

準学士 程 8.自分の目標を ましたか
５ － ４ － ３  － １ 

十分達 で た ど 成 きなかった 
課 達成でき

－ ２

  成 き       普通  殆 達 で

専攻科課程 
十分 し    普 ていない 

5.あなたは授業のねらい（学習目

標）をどの程度達成していますか

５ － ４ － ３ － ２ － １ 

達成 ている 通    殆ど達成し

（出典 本校学 ） 内 LAN（学習の達成度に関する授業アンケート）

評価点：十分達成できた（2 点） ( 達 き た ) 

成度評価結果）） 
1 点)、 (0 点、普通 成で なかっ

（出典 本校学内 LAN（学生による学習目標の達
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（分析結果とその根拠理由） 

卒業時における学生による学習目標(A)～（H）の達成度評価では，主に専攻科課程で習得する学習

目標（H）を除いて 2 点満点で 1.1～1.6 程度の達成度となっている。専攻科修了時点では，各学習目

標達成度の評価点はさらに上昇している。 

授業科目ごとの学習目標に対する達成度については，準学士課程及び専攻科課程ともに，5 段階評

価でほぼ 3 以上の評価（達成度）を示しており，科目ごとの学習目標が十分に達成されているものと

判断できる。 

以上のことから，学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が

上がっている。 

 
 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生，進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 
（観点に係る状況） 
卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組としては，

資料６－１－⑤－１に示す卒業（修了）生及び進路先の関係者に対して種々のアンケート調査を実施

しており，企業の人事担当者等から学生の資質や能力についての貴重な意見が寄せられている。この

内，調査(A)及び(D)は，全学科（専攻）の卒業（修了）生を対象としたもので，(B)及び(C)は学科で

独自に行ったものである，また，毎年，就職先開拓のために教員が手分けして企業訪問を実施すると

ともに，求人のため来校される企業も多い。これらの機会に企業の望む技術者像を聞くことができる。 

上記のアンケートの集計結果を資料６－１－⑤－２～資料６－１－⑤－５に示す。 
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資料６－１－⑤－１ 
卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関するアンケート調査 

 意見聴取者 回答数 対象学生 実施年度 設問内容 評価方法

(A) 全学科卒業生 137 全学科卒業生 平成 12 年
卒業時の学習目標の達

成度について 
5段階評価

(B) 
電気工学科卒業生進

路先企業 
58 

電気工学科卒

業生 
平成 10 年

卒業生を採用する理

由・卒業生の長所 
自由記述

(C) 
都市システム工学科

卒業生進路先企業 
43 

都市システム

工学科卒業生

卒業生の全体的な評価 
卒業生の将来性 

平成 15 年 5段階評価

(D) 修了生進路先企業 
22 
32 

全専攻修了生
平成 14 年

平成 17 年

修了生の評価・学習内容

の企業への反映度 
5段階評価

（出典 JABEE 自己点検書（引用・裏付資料編）、平成 11 年度歳出概算要求書付属説明資料） 
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資料６－１－⑤－２ 
卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関するアンケート調査（A）の結果（抜粋） 

卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力 
コミュ
ニケー
ション
能力 

学科 基礎学

力 
目的意

識 
考える

力 
自ら学習

する姿勢

国際表

現力 創造力 実践力 倫理観 

機械 3.46 3.23 3.51 3.17 3.23 3.43 2.43 1.94 3.09 

電気 3.56 3.32 3.26 3.44 2.82 3.21 2.47 1.65 3.15 
土木* 3.36 3.47 3.58 3.33 2.94 3.58 2.69 1.69 3.03 

建築 3.47 3.19 3.22 3.22 3.00 2.66 2.38 1.81 3.06 

全学科 3.46 3.31 3.40 3.29 3.00 3.23 2.50 1.77 3.08 

*平成 10 年度以降は都市システム工学科、 評価点 5：十分身についた 3：普通  1：全く身につかなかった 

   
準学士課程在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する卒業生自身の評価（資料６－１－⑤－

２）では，基礎学力，目的意識，考える力，自ら学習する能力，創造力，実践力，倫理観などの学習

目標に関して 5 段階評価で 3 以上の評価をしており，卒業生自らが卒業時に充分にこれらの学習目標

を達成できたと考えていることがわかる。ただし，コミュニケーション能力や国際表現力については

評価点が低く，あまり身についていないと考えられる。準学士課程においては，これらの能力をより

習得させることが今後の課題である。 

卒業生の進路先企業の評価については，資料６－１－⑤－３及び資料６－１－⑤－４の結果に見ら

れるように，基礎学力や専門知識，実務（実践的）能力，技術者としての将来性などについて多くの

企業から高い評価を受けている。特に専門知識及び実践的能力については，大学卒の学生よりも高い

能力を有していると考えている企業も多い。 

専攻科課程の修了生については，資料６－１－⑤－５に示すように修了時の学力・能力は各進路先

企業から非常に高く評価（5 段階評価で 3.9 以上）されており，本校の教育目的である健康な心身と

豊かな人間性，柔軟な問題解決能力，実践的な技術力，豊かな国際性と指導力を有する修了生が，各

企業においてその能力を充分に反映させている。 
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資料６－１－⑤－３ 
卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関するアンケート調査（B）の結果（抜粋） 

【設問】明石高専卒業生を採用される理由は何ですか。 
卒業生の長所は何でしょうか？ 

回答 回答数 

・基礎的な知識を充分に有している。 5 

・専門能力、知識は大卒よりも高い。 4 

・実務的に優れている。柔軟性がある。 4 

・現場作業にもオールラウンドに対応できる。 4 

・即戦力となる。 2 

・技術習得力がある。 2 

・職務に対して真摯に取り組む。 2 

・学力的に優秀、入社後の吸収力がある。 2 

・総合職としての役割を期待できる。 1 

・将来は業務に精通した職場の管理監督者として適任である。 1 

（出典 平成 11 年度歳出概算要求書付属説明資料） 

 

資料６－１－⑤－４ 
卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関するアンケート調査（C）の結果（抜粋） 

設問 回答 設問 回答 回答数 回答

数 
評価点 評価点

5：大変良い 12 5：有望である 13 

 
 
 

 

4：やや良い 13 4：やや有望 11 
3：同等 17 3：普通   17 
2：やや劣る 1 2：見込みは少ない 1 

5.卒業生の能

力は大学卒と

比較してどう

ですか？ 

6(2) 職場の管

理者としての

見込みはどう

ですか？ 

3.84 3.86 

1：大変劣る 0 1：見込みはない 0 
5：大変明るい 4 5：有望である 15 
4：明るい 29 4：やや有望 15 
3：わからない 9 3：普通   11 
2：少し暗い 1 2：見込みは少ない 0 

6(1) 技術者と

しての将来性

は ど う で す

か？ 

6(3) 実務者と

しての見込み

は ど う で す

か？ 

3.84 4.10 

1：大変暗い 0 1：見込みはない 0 
（出典 平成 15 年度都市システム工学科就職先企業へのアンケート結果） 
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資料６－１－⑤－５ 
卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関するアンケート調査（D）の結果（抜粋） 

設問 評価点 
4.31 【設問 6】明石高専専攻科修了生の評価についてお答え下さい 

（4.06） 5：大変良い、4：よい、3：普通、2：少し努力が必要、1 もっと努力してほしい 
3.91 

 
（分析結果とその根拠理由） 

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組として，卒

業（修了）生及び進路先の関係者に対して種々のアンケート調査を実施している。学生の資質や能力

についての貴重な意見が寄せられている。卒業生及び修了生の資質・能力は，企業の人事担当者等か

ら高く評価されており，本校の教育の目的において意図している養成しようとする人材像を有する卒

業生や修了生が，各企業においてその能力を充分に反映させている。 

 以上のことから，本校においては，卒業（修了）生，進路先などの関係者から，卒業（修了）生が

在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しており，また，

その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 卒業時，修了時における学力等レベル・教育目標の達成度の評価システムが確立しており，殆

どの学生が希望どおりの進路先に進んでいる。 

・ 各授業における学生や他の教員による授業評価システムが確立しており，その結果が教員にフ

ィードバックされ，授業改善が行われている。 

・ 準学士課程及び専攻科課程において，日頃の学習成果や研究成果の学会等への発表が積極的に

行われており，学会等から表彰を受けた学生が多い。 

・ 学科卒業生，専攻科修了生及び進路先企業から，卒業生や修了生が在学時に身につけた学力や

資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組が実施され，高い評価を得ている。 

 

（改善を要する点） 

・ 特になし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

各学年や卒業・修了時において，明確な進級・卒業（修了）基準が設定され，本校の教育目的に応

じた学力や資質・能力及び養成する人材像を学生が身につけたかどうかを把握・評価するための取組

豊かな人間味と創造力を育てる 
困難に屈しない意志と強健な身体を育てる 3.91 
教養を豊かにする 3.90 
工学についての基礎学力を身につけさせる 4.41 

【設問 7】明石高専専攻科修了生が高専

で受けた次の項目の学習内容の成果が企業

においてどれだけ反映されているか 5 段階

評価でお答え下さい 
5：反映されている、1：反映されていない 4.18 実践的技術を身につけさせる 

（）内は平成 17 年度の結果 
（出典 JABEE 自己点検書（引用・裏付資料編）、専攻科 JABEE 委員会資料）
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が適切に行われている。 

単位取得率及び進級率が極めて高いこと，卒業（修了）生の就職率及び進学率が 90％程度以上の水

準を維持していること，各種資格の取得状況，授業科目の内容や卒業研究・専攻科特別研究の水準か

ら判断して，学校が意図する教育の成果や効果が上がっている。 

卒業後の進路については進学の方がやや多い状況であり，多くの学生が概ね本人の希望する大学，

企業等へ進学・就職している状況から判断して，学校が意図する教育の成果や効果が上がっている。 

特に専攻科課程では，TOEIC や大学評価・学位授与機構による外部試験及び各工学分野の学会等の

発表において高い評価や表彰を得ていること，さらに平成 15 年度から本校の教育プログラムが JABEE

認定を受けていることなどから判断して，高い水準の教育・研究レベルが維持されている。 

学生が行う学習達成度評価としては，「学習目標達成度自己評価シート」及び授業アンケートを行っ

ており，学年が高くなるにつれて評価点が上昇する結果から判断しても学校が意図する教育の成果や

効果が上がっている。 

卒業生及び修了生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組としては，

卒業生及び進路先の関係者に対して種々のアンケート調査を実施しており，企業の人事担当者等から

学生の資質や能力についての貴重な意見が寄せられている。卒業生及び修了生は，基礎学力や専門知

識，実務（実践的）能力，技術者としての将来性などについて多くの企業から高い評価を受けており，

このことからも教育の成果が十分に認められる。 

  


